
▼
先
月
号
の
あ
と
が
き
で
、
広

報
の
11
月
号
が
受
賞
し
た
と
伝
え

ま
し
た
が
、
正
し
く
は
12
月
号
の

間
違
い
で
し
た
。

▼
何
度
も
見
直
し
は
す
る
の
で

す
が
、
ど
う
し
て
も
見
落
と
し
が

で
て
き
て
し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
。

▼
人
生
で
間
違
い
を
犯
す
こ
と

に
く
ら
べ
れ
ば
、
広
報
紙
の
１
文

字
２
文
字
の
間
違
い
な
ん
て
。

▼
そ
こ
で
開
き
直
る
と
こ
ろ

は
、
人
間
と
し
て
間
違
っ
て
い
る

の
で
は
…
。

▼
２
月
は
そ
ん
な
、
生
き
方
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
１
カ
月

で
し
た
。 　３月の開催日（日付順）

15日（火）三珠庁舎
16日（水）本庁舎
24日（木）六郷庁舎

午前９時〜正午

総務課広聴広報係☎ 055-272-1101　
三珠支所庶務係☎ 055-240-4153
六郷支所庶務係☎ 0556-32-2111

こⒶⒶこ

※�申し込みの必要はありませんが、希
望者多数の時はお待ちいただく場合
があります。
※�人数が多い時はお一人様 20 分程度
でお願いします。

市川高校音楽部・吹奏楽部
コンサート
3/13日 PM1:30 ～

歌舞伎文化公園
ふるさと会館

町社会福祉協議会では音楽をとおして心
の癒しを…という目的のもと、「やすらぎ
のひとときコンサート」を開催しています。
今回は市川高校の音楽部と吹奏楽部をお
迎えしました。美しいハーモニー、楽しく
熱い演奏を満喫して下さい。

やすらぎのひとときコンサート

問 町社会福祉協議会☎ 055-272-4179

こ

３月 20 日  日
歌舞伎文化公園ふるさと会館
▪チケット好評発売中（全席自由）

【前売券】一般　800 円　子ども 400 円
【当日券】一般 1,000 円　子ども 500 円

※一般→高校生以上   子ども→３歳以上中学生以下
※未就学児は保護者同伴

【チケットのお求め・問い合わせ】歌舞伎文化公園管理事務所☎ 055-272-5500

第７回 
【日時】３月 13 日日午前 10 時～（雨天時週延）
【場所】市川まちづくり拠点前（中央通り）
※書道用の太筆と墨汁は用意してあります。その他の絵の
具や筆を使う場合は各自ご用意下さい。

当日、中央通りは一部通行止めとなります。ご注意下さい！

『みつばちハッチ』
PM1:00 ～（101 分）

『シュレックフォーエバー』
PM3:00 ～（93 分）

チケット１枚で両方
ご覧いただけます。

テーマ
「私の宝物」

【出演】市川高校合唱部、甲府西高
校書道部、甲州 YOSAKOI 凛舞増穂、
六郷太鼓「響」、紙すき唄保存会、
華道 BOY'S、市川三郷レンジャー

※この事業は共同募金の分配金の一部を活用しています

藪  内  竜  太  講演会

3/6日 PM1:30 ～ 市川大門町民会館２階視聴覚室
薮内 正幸（やぶうちまさゆき）－ フリーの動
物画家。動物たちへの温かいまなざしで描か
れた作品は1万点以上。『どうぶつのおやこ』
『しっぽのはたらき』などの絵本や、広辞苑の
挿絵などでも知られる。2000年逝去。北杜市
白州に ｢薮内正幸美術館｣ が開設され、現在
は長男・竜太氏が館長をつとめる。

図書館講演会

問 町立図書館☎ 055-272-8888

「動物画家 薮内正幸を語る」
～画家そして親としての姿～

（薮内正幸美術館館長）

薮内正幸作「イヌワシ」

温
泉
水
中
ポ
ン
プ
の
引
き
上

げ
に
成
功―

４
月
中
旬
に
は

源
泉
復
活

つ
む
ぎ
の
湯

　

つ
む
ぎ
の
湯
は
源
泉
ポ
ン
プ
系
統

の
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
、
地
下
水

に
よ
る
沸
か
し
湯
で
運
営
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
温
泉
水
中
ポ
ン

プ
の
引
き
上
げ
ま
で
の
工
程
が
完
了

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
４
月
中
旬
に
は
温

泉
と
し
て
の
運
営
を
再
開
で
き
る
見

通
し
が
つ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
温
泉
水
中

ポ
ン
プ
周
り
に
温
泉
成
分
の
固
形
化

し
た
も
の
が
付
着
し
た
こ
と
が
最
大

の
原
因
で
す
。
様
々
な
方
法
で
の
救

出
策
を
試
み
ま
し
た
が
、
ポ
ン
プ
は

地
下
６
３
０
ｍ
付
近
に
あ
り
、
ま
た

予
想
を
は
る
か
に
超
え
た
固
形
物
の

付
着
に
よ
っ
て
、
作
業
は
困
難
を
極

め
ま
し
た
。

　

源
泉
の
復
活
を
心
待
ち
に
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
皆
様
に
は
、
も
う
少
々

の
期
間
で
す
が
御
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
同
時
に
、

当
施
設
の
運
営
、
復
旧
作
業
を
暖
か

い
目
で
見
守
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
六
郷
の
里
つ
む
ぎ
の
湯
）

▲パイプ内にこびりつい
ていた固形化温泉成分


